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令和４年度 特別の教育課程の実施状況等について

１．特別の教育課程の内容

（１）特別の教育課程の概要

本市全小学校において、平成１５年度より取り組んできた英会話学習の内容と外国語

活動・外国語科の内容を関連づけた独自の年間指導計画を作成し、「話すこと」「聞くこ

と」に特化した指導を行うことで、英語によるコミュニケーション能力の育成を図る。

必要となる教育課程の基準の特例については、「教育課程特例校編成の基本方針等に

ついて」を参照。

２．特別の教育課程の実施状況に関する把握・検証結果

（１）特別の教育課程編成・実施計画に基づく教育の実施状況

○・計画通り実施できている

・一部、計画通り実施できていない

・ほとんど計画通り実施できていない

（２）保護者及び地域住民その他の関係者に対する情報提供の状況

○・実施している

・実施していない

（３）自校における評価

・第 1学年からＥＡＡと接することで、児童は外国人とふれ合うことに抵抗なくコミュ

ニケーションを図ることができている。

・全クラス、授業中に全員が話す機会を設定しているが、特に 1年生ではどの児童にも

話す機会が設けられ、授業以外でも学習した英単語を使おうとする姿が見られており、

学習の成果が感じられる。

・高学年においても、低学年からの積み重ねにより、外国語や外国の文化に対する興味・

関心が高まり、英語を聞くこと話すことに意欲的な様子が見られる。
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（４）学校関係者による評価

＜児童＞

・英会話学習の時間を楽しみにしている児童が多く、ＡＬＴやＥＡＡに積極的に挨拶を

したり話しかけたりして、自然にコミュニケーションをとることができている。

・６年生の英語チャレンジ DAY では、ＡＬＴやＥＡＡに英語で自己紹介をしたり、ＡＬ

ＴやＥＡＡの母国について話を聞き、新聞にまとめたりした。また、ニュージーラン

ドの学生とリモート交流するための質問をＡＬＴやＥＡＡにアドバイスを受けなが

ら考え、伝え合うなどして、有意義な活動をすることができた。

・３年生以上においては、中学生との英会話による交流活動（自己紹介や買い物ごっこ

等）も行い、楽しむことができた。

＜保護者＞

・英会話学習、外国語活動の様子を学年だよりや学校だより等で紹介することで、家庭

で英語の学習について話をするきっかけとなっている。

・学校公開等で授業を参観することで、外国語の学習に対する関心が高まっている。

３．実施の効果及び課題

1年生から学習を積み上げることで、英語を「話す」「聞く」「書く」ことに抵抗を感

じることなく学習を進めることができる児童が多くなった。発表する際にも自信をもっ

て取り組んだり、ＥＡＡやＡＬＴ、クラスの友達と進んで英語でコミュ二ケーションを

とろうとする姿もたくさん見られた。

今後は、授業以外の中で実際に英会話を使う機会を多く設定するなど、児童の生活の

中で英語が自然に発せられるようになることを目指したい。

４．課題の改善のための取組の方向性

授業では、なるべく日本語での説明を少なくし、教員が英語で説明したり、コミュ二

ケーションを図ったりするよう努め、児童がより英語に慣れ親しむよう取り組んでいく。

また、発音ではＡＬＴやＥＡＡを積極的に活用し、児童のリスニングや発音の力を伸ば

すことにつなげていく。また、デジタル教科書も活用し、児童が自分でも発音や会話文

を確認できるようにしていきたい。

さらに、６年生に関しては、オンラインを利用した他校との交流や修学旅行での班別

行動の際に英会話を実践する機会を設ける等、学習したことを実践する場を設定したい。


